
2007年 49er クラス全日本選手権大会 

兼 ２００８年北京オリンピック代表国内選考 

レース公示 

1.   主  催： 日本49er クラス協会 

 

２． 公  認： （財）日本ｾｰﾘﾝｸﾞ連盟（申請中） 

 

３． 協  力： 神奈川県ｾｰﾘﾝｸﾞ連盟 

 

４． 期  間： ２００７年１１月２４日（土）～２５日(日) 

 

５． 場  所： 江ノ島 湘南港ヨットハーバー沖 

 

６． 競技種目： 国際４９er 級 

 

７． 日  程： １１月２４日(土) 

            ０９：００～１０：３０ 受付･計測 

            １０：３０ 開会式、艇長会議 

            １１：１５ 予告信号予定時刻 引き続き第2 レース 

            １１月２５日（日） 

            １０：１５ その日の第1 レース予告信号予定時刻 引き続きレース 

            １６：３０ 閉会式、表彰式 

 

８． レース数及びレースの成立： 

   ８-１ １日最大５レース以上は行なわない 

   ８-２ 大会は３レース以上で成立とする 

   ８-３ 最大レース数は８レースとする 

 

９． 計  測： 受付終了後フォアステイの計測を行なう。 

 

１０．コース： ソーセージコース（ターゲットタイム ２０分） 

 

１１．得点方法： 規則A2.2 の低得点方法を適用する。 

               ４レース以上成立の場合、最も悪い順位を除外したレースの得点の合計で 

順位を決定する。 

 

１２．適用規則：国際ｾｰﾘﾝｸﾞ競技規則２００５－２００８ 

   12-1 本大会は『セーリング連盟規則（RRS）』に定義された規則を適用する。 



   12-2 ペナルティー方式は、国際ｾｰﾘﾝｸﾞ競技規則44.2 の２回転を１回転と置き 換える。 

 

1３．参加資格： 

   13-１ 参加者はＪＳＡＦ会員である事 

   13-2 ２名１チームのうち、１名が日本49er クラス協会メンバーであること。（当日加 

    入できます。協会費３５００円） 

 

1４. 帆走指示書の交付： 大会本部にて受付時に交付される。 

 

1５．参加申込み締め切り日及び参加料： 参加締め切り日は１１月２３日とする。 

   ＊ １チーム5000 円（受付にて徴収）ﾚｲﾄｴﾝﾄﾘｰの場合は１チーム6000 円とする。 

 

1６．賞：    

   16‐1  １位～3 位まで盾(または相当品)を授与する。 

  16‐2  本大会上位２チームを２００８年度ナショナルチームとしてオリンピック特 

別委員会に推薦する。 

 

1７.責     任   ： 競技者は、自己の責任において大会に参加するものとする。 

                  共同主催団体、レース委員会、またはこの大会に関わる運営役員、 

ボランティアは、競技者の大会前、大会中、大会後の死亡、怪我、 

病気またはその他の物質的な損害についての責任を負わない。 

 

1８．救 命 具  ： 参加者は離岸から着岸までの間は、５０ニュートンの浮力を有する 

適切な救命具を着用しなければならない。  

 

1９．保険の加入 ：参加選手は自己及び第三者のあらゆる損害を補償できる５,０００万円 

以上の第三者賠償責任保険に加入し、大会受付時に保険証券（写し可） 

を持参しなければならない。 

             

２０．ドーピングコントロール：   

         JSAF 医事・科学委員会によるドーピング検査を実施する場合がある。 

 

２１．広   告 ： 本大会にスポンサーの協力があった場合、選手はスポンサーシールを 

貼らなければならない場合がある。 

                

２２．その他  ： 今大会出場者には、オリンピック特別委員会公示『北京オリンピック 

日本代表選手選考会』の通り、北京オリンピック代表選考の資格を 

与える。 

 

問 合 せ 先： 日本49er 協会 高野 学 manabu1103jp@yahoo.co.jp 047-372-5001 まで 


